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宇
治
市
巨
椋
ふ
れ
あ
い

運
動
ひ
ろ
ば
オ
ー
プ
ン

　
市
が
九
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
宇
治
市

巨
椋
ふ
れ
あ
い
運
動
ひ
ろ
ば
（
宇
治
市
伊
勢
田

町
西
遊
田
一
－
一
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十

二
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
ひ
ろ
ぱ
と
し
て
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
圃
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
容
内
線
2
6
2
1
）

　
宇
治
市
巨
椋
ふ
れ
あ
い
運
動

ひ
ろ
ば
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
人
ロ
の
拡
大

の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
年

間
を
通
じ
て
気
軽
に
使
用
で
き

る
ひ
ろ
ば
と
し
て
整
備
を
進
め
、

ナ
ー
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
こ
の
運
動
ひ
ろ
ば
は
、
㈱
京

都
総
合
食
品
セ
ン
タ
ー
の
通
路

を
挟
ん
で
、
西
側
に
第
一
ひ
ろ

ば
（
九
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、

東
側
に
第
二
ひ
ろ
ば
（
四
二
五

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
設
置
。

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ
ル
フ

な
ど
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
ジ
’
ン
活
動
に
使
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
四
十
台
収
容
で
き
る

▲巨椋ふれあい運動ひろば竣工記念少年軟式野球大会（12月５日）

駐
車
場
や
簡
易
ト
イ
レ
、
手
洗

い
場
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し

て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
案
内◆

使
用
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
使
用
料

　
第
１
ひ
ろ
ば
：
ｉ
時
間
あ
た

り
全
面
1
5
0
0
円
、
半
面
７

５
０
円

　
第
２
ひ
ろ
ば
・
：
１
時
間
あ
た

り
７
０
０
円

　
な
お
、
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

使
用
申
し
込
み

　
十
一
年
度
中
（
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
）
の
使
用
に
つ
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新春特別番組

源氏物語ミュージアム

にて久保田市長新年の抱負を語る

1月1日(祝)

午前10時～(15分間)

さわやか宇治

豊かな地域づくりを目指して

　～地域開放型校舎と

　　槇島コミセン完成～
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い
て
は
登
録
団
体
の
み
と
な
り

ま
す
。
登
録
要
件
は
代
表
者
が

市
内
在
住
の
十
人
以
上
の
団
体

で
す
。
指
定
の
申
込
書
に
記
入

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

西宇治

高校

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
年
末
年
始
。
火

を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
一
方
、
慌
た

だ
し
さ
に
紛
れ
、
火
に
対
し
て
っ
い
不

注
意
に
な
り
が
ち
で
す
。
消
防
本
部
で

は
、
十
二
月
二
十
日
か
ら
来
年
一
月
十

日
ま
で
の
間
、
火
災
予
防
特
別
警
備
を

実
施
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り

が
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意

し
、
大
切
な
生

命
と
財
産
を
火

災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

題
消
防
本
部
（
容
内
線
2
6
5
7
）

年末年始のごみ・し尿収集

　
収
集
地
域
ご
と
に
年
末
年
始

の
収
集
日
程
は
異
な
り
ま
す
が
、

十
二
月
二
十
八
日
㈹
か
ら
一
月

三
日
囲
ま
で
が
休
み
に
な
り
ま

す
。
五

－刑
岫
尚
～

曜日別年末年始の収集日

＼
月曜の

収集地域

火曜 水曜 木曜 金曜

年末の

収集最終日
12/27 12/21 12/22 12/23 12/24

年始の

収集開始日
1 /10 1/4 1／5 1／6 1／7

◆
年
末
…
2
8
日
固
・
2
9
日
収
・

3
0
日
用
は
毎
日
収
集
し
ま
す
。

た
だ
し
、
収
集
時
間
を
定
め

　
　
Ｉ

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
三
日
間
は

Ｉ午
後
の
収
集
地
区
も
必
ず
午
前

－
九
時
ま
で
に
ご
み
収
集
場
所
に

判
矢
石
尚
ド

◆
年
始

Ｏ
月
・
木
の
収
集
地
域
：
ｉ
月

６
日
俐
か
ら
収
集

○
火
・
金
の
収
集
地
域
…
１
月

４
日
出
か
ら
収
集

－一
月
四
日
・
六
日
の
二
日
間

－
に
限
り
、
午
後
の
収
集
地
区
も

Ｉ必
ず
午
前
九
時
ま
で
に
ご
み
収

－
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

［
お
願
い
］
年
末
最
終
の
三
日

間
は
、
多
量
の
ご
み
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
ご
み
を

均
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

犬 収集するもの

12月22日(水)
もえるごみ・もえないごみ
・缶

29日南
もえるごみのみ
　(特別収集)

１月５日(水)もえるごみ・もえないごみ
・びん・ペットボトル

　
引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
に
出

る
ご
み
、
大
型
ご
み
は
別
途
有

料
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
内
の
収
集
申
し
込
み
は
、
十

二
月
十
七
日
㈲
ま
で
。
た
だ
し

予
約
が
満
杯
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
の
で
お
早
目
に
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政
策

室
事
業
課
・
ご
み
減
量
推
進
課

（
ａ
内
線
3
0
0
1
～
3
0
0

6
）
へ
。

　
［
お
願
い
。
］
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

特
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ガ
ス

缶
を
多
く
使
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
必
ず
使
い
き
り
、
穴
を

開
け
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

穴
を
開
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

爆
発
・
火
災
事
故
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
な
ど

危
険
物
を
出
さ
れ
る
際
は
、
厳

重
に
包
み
「
割
れ
物
」
と
必
ず

表
示
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

,Ｓ
　
問
い
合
わ
せ
は

　
1
2
月
3
1
日
正
午
ま
で

　
定
期
収
集
で
く
み
も
れ
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
収
集
口

か
ら
確
認
の
う
え
、
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
内

の
し
尿
収
集
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
三
十
一
日
㈲
の
正
午

ま
で
で
す
。

　
臨
時
収
集
の
申
し
込
み

　
し
尿
の
臨
時
収
集
（
有
料
）

の
申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
四

日
㈲
ま
で
で
す
。
年
始
は
一
月

四
日
㈹
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
城
南
衛
生

管
理
組
合
業
務
課
（
ａ
０
７
５
・

６
３
１
●
5
1
7
1
）
　
へ
○

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1143

も
え
な
い
ご
み

し
尿
収
集

山
間
部
(
笠
取
・
炭
山
・
二
尾
・
池
尾
)

無
火
災
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

も
え
る
ご
み

臨
時
ご
み
収
集
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健康と医療を支える｡国保を大切に

二 ､ 。 - ｡ か λ 、 ｒ （- ~ Ｊ 、

上
手
な
受
診
で
健
康
家
族
に

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
者
に
掛
か
れ
る
よ

う
に
す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
運
営
は
加

入
者
の
保
険
料
や
国
庫
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、

医
療
費
が
増
加
す
る
と
財
政
運
営
も
厳
し
く
な

り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
や
上
手
な
受
診

を
心
掛
け
、
国
保
の
安
定
運
営
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
回
国
民
健
康
保
険
課
（
萱
内
線
2
2
6
5
）

増
え
続
け
る

市
国
保
医
療
費

　
十
年
度
の
国
民
医
療
費
推
計

は
三
十
兆
円
で
、
一
人
当
た
り

で
は
年
間
二
十
三
万
円
余
り
の

費
用
と
な
り
ま
す
。
市
の
国
保

で
も
医
療
費
は
毎
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
十
年
度
は
前
年
度
を

十
一
億
円
余
り
上
回
り
百
六
十

九
億
円
に
達
し
、
一
人
当
た
り

年
間
三
十
八
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
増
加
原
因
と
し

▲健康のために何か運動をしていますか（10月10日市民スポーツまつり）

て
は
、
○
生
活
習
慣
病
な
ど
の

慢
性
疾
患
の
増
加
Ｏ
加
入
者
の

高
齢
化
○
医
療
技
術
の
進
歩
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
の
医
療
費
で
「
一
人
当

た
り
費
用
額
」
が
高
い
の
は
、

全
国
と
比
べ
入
院
割
合
が
高
い

の
と
、
一
日
当
た
り
費
用
額
が

密
度
の
濃
い
診
療
の
た
め
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
思

　
市
で
は
、
地
域
医
療
保
険
制

度
を
支
え
る
「
国
保
」
の
安
定

運
営
の
た
め
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら

の
請
求
明
細
）
の
点
検
体
制
の

強
化
・
充
実

②
健
康
・
医
療
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強

化

わ
れ
ま
す
。

　
医
療
保
険
は
相
互
共
済
制
度

な
の
で
、
医
療
費
が
増
加
す
れ

ば
保
険
料
負
担
も
増
加
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康

に
気
を
配
り
、
重
複
受
診
な
ど

の
無
駄
を
無
く
し
、
掛
か
り
付

け
医
の
指
示
を
守
る
な
ど
と
い
っ

た
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大

切
で
す
。

③
保
健
保
持
増
進
事
業
の
推
進

④
在
宅
ヶ
ア
の
推
進

⑤
医
療
機
関
・
老
人
保
健
施
設

・
社
会
福
祉
施
設
の
適
正
配
置

⑥
保
健
・
福
祉
・
教
育
分
野
と

の
連
携
施
策
推
進

⑦
適
正
な
保
険
料
賦
課
と
負
担

の
公
平
性
確
保
か
ら
の
収
納
率

向
上
対
策
の
強
化

⑧
健
全
な
国
保
財
政
の
堅
持

表1）市国保の１日当たり費用額と全国平均

　　　との比較（９年度）

＼ 入　院　分 通　院　分

一般 退職 老人 一般 退職 老人

宇治市
18,911

(116.0)

27,589

(123.3)

20,336

(114.2)

7,094

(111.0)

6,985

(111.1)

7,604

(112.5)

単位は円。（　）内は全国平均を100とした場合の指数

　表２）市国保医療費の推移

73.3
入院診療費

通院診療費

55.4

国民健康保険への加入は

必ず14日以内に届け出を

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

○
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
は
な
く

　
な
っ
た
と
き

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

○
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

○
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

○
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　
　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
最
高
２
年

‘
間
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
険
料
を
負
担
す

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
議
会
を

は
じ
め
、
国
保
運
営
協
議
会
、

国
・
府
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と

連
携
し
て
、
安
定
し
た
国
保
運

営
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

8.4　8.6　　8.9
歯科診療費

7.0　　7.6
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国保半日人間ドック

健
康
診
断
は
病
気
の
早
期

Ｈ
発
見
・
早
期
治
療
に
効
果
的

Ｈ
で
す
。
特
に
成
人
病
の
兆
候

Ｈ
の
出
る
中
高
年
世
代
は
ヽ
年

Ｈ
に
一
度
の
定
期
健
康
診
断
の

ｍ
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
　
市
国
保
で
は
、
人
間
ド
ッ

Ｈ
ク
受
診
に
か
か
る
費
用
の
七

ｎ
割
を
補
助
し
、

ｎ
。
り
゛
｀
に
四
″
｀
四

受
診
後
も
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

I
Ｉ
｛
｜
Ｅ
｜

旨
導
を

Ｈ

ｒ
ｆ
ず
Ｊ
　
　
Ｓ
゛
｀

◆
裂
唇
＝
市
国
保
に
・
轟

以
上
加
入
し
、
3
5
歳
以
上
で
Ｈ

入
院
中
や
妊
娠
中
で
な
い
人
日

◆
自
己
負
担
額
・
：
男
性
は
１
‥
‥

万
1
9
7
0
円
、
女
性
は
１

万
2
9
1
0
円

◆
受
診
機
関
…
京
都
第
一
赤

十
字
・
京
都
き
づ
川
・
第
二

i!l!:!3l
ｌ

一
一
．
一
　
一
１
ノ
ｊ
ｉ
．
『
―
｀
Ｊ
　
～
』
Ｉ
ｙ
．
・
！

岡
本
総
合
・
宇
治
徳
洲
会
・
Ｈ

宇
治
・
六
地
蔵
総
合
・
宇
良
一

川
・
都
倉
・
ユ
ニ
チ
カ
中
央
卵

（
男
性
の
み
）
　
・
久
御
山
南
ｍ

（
男
性
の
み
）
の
各
病
院
　
　
Ｈ

◆
申
し
込
み
・
：
国
民
健
康
保
Ｍ

険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

民
健
康
保
険
課
へ
。

国
Ｈ

｀
″
ｍ
『
四
゛
『
″
゛
四
【
【
四
心
｀
ｔ
｀
い
｀
い
【
四
四
゛
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④重複受診はやめよう

　検査や処置をやり直すため、医療費のムダ使いに

②診療時間内の受診に心掛ける

　急患は別としても、時間外は加算料金が付き、またお医者さん

　の負担にも

③家庭医を持とう

　病歴や体質などを把握してくれているので、治療効果も大

④健康診断を受けよう

　病気の早期発見・早期治療に効果も大

⑤自らの健康管理に気をつけよう

　食事・睡眠・運動など日常生活を規則正しく

健康促進の第一歩は「ウォーキング」から

健康促進の第一歩は「ウオ

ーキング」から
　歩くことはだれにでもできる手軽な健康法で、全身を適度に活動させ、

お年寄りにも安心です。健康増進に効果抜群のウォーキングで心身のリ

フレッシュを毎日実践してみませんか。

(知恵)・脳の老化やボヶの防止になる■全身運動になり、筋力・体力

の保持増進につながる■血行をよくして高血圧を抑える・腰痛や膝の

痛み防止に効果的■動脈硬化を防ぐ■ストレス解消になる

1144

12年3月までの受診

者募集中

医療費節約のアドバイス(一人ひとりに

できること)

国
保
の
安
定
運
営
を

め
ざ
し
て
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宇
治
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
間
報
告
（
概
要
）

　
市
で
は
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な

参
加
の
も
と
に
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
、
明

る
く
豊
か
な
高
齢
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
宇
治

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計

画
の
中
間
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
目
高
齢
福
祉
医
療
課
（
０
内
線
2
3
4
5
）

新
た
な
高
齢
者
保
健

福
祉
政
策
の
考
え
方

　
宇
治
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
間
報
告
は
、
保
健
・
医
療

・
福
祉
各
分
野
の
関
係
者
を
は

じ
め
一
般
公
募
の
市
民
、
議
会

関
係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
が

幅
広
く
参
画
す
る
「
宇
治
市
明

？vりりフワり？v^"フ゛^7？’？フワフフノり？v？cvvvり‾｀フ

r ‾　‾　　　　‘‾

る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
づ
く
り

懇
話
会
」
か
ら
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
今
年
度
内
に
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
計
画
は
平
成

.'9
ワワ７り

-

ワ
・１

ｙこりり了？ワり７？？ヅワフワ

十
二
年
度
を
初
年
度
と
し
て
五

年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
三
年

後
の
平
成
十
四
年
度
に
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

Ⅲ
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
宇
治

市
の
高
齢
社
会

　
高
齢
社
会
は
停
滞
や
衰
退
の

社
会
で
は
な
く
、
豊
か
な
人
生

経
験
を
持
つ
人
々
が
増
え
る
成

熟
の
社
会
で
す
。
私
た
ち
は
、

高
齢
者
の
主
体
的
な
生
き
方
を

尊
重
し
、
高
齢
者
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
や
か
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
豊
か
な
社
会
を
目
指

し
ま
す
。

　
成
熟
し
た
社
会
で
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
責
任
で

生
活
を
営
む
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
期
に
お
け
る
最

大
の
不
安
要
因
で
あ
る
介
護
の

問
題
の
よ
う
に
、
自
ら
の
努
力

だ
け
で
は
自
立
し
た
生
活
が
維

持
で
き
な
い
問
題
に
っ
い
て
は
、

社
会
が
連
帯
し
て
支
援
を
行
う

仕
組
み
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
介
護
保
険
制
度
を
含
め
て
、

高
齢
者
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を

も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
整
備
し
ま
す
。

Ｉ
高
齢
者
保
健
福
祉
の
転
換

　
社
会
の
成
熟
と
と
も
に
、
高

齢
者
保
健
福
祉
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
要
求
は
多
様
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高

齢
者
は
、
年
齢
的
に
見
て
も
、

健
康
や
体
力
的
な
状
況
を
見
て

も
、
そ
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で

す

　○

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
保
健
福

祉
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
単
に

高
齢
者
を
弱
者
と
し
て
、
保
護

・
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
か
ら
、
高
齢
者
が
主
体

性
を
も
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

咄
敬
老
祝
い
金
の
問
題

　
平
成
十
年
度
の
高
齢
者
な
ど

の
暮
ら
し
と
健
康
に
っ
い
て
の

高
齢
者
一
般
調
査
と
若
年
者
一

般
調
査
に
よ
る
と
、
七
十
歳
以

上
の
市
民
全
員
に
五
千
円
の
現

金
を
支
給
し
て
い
る
敬
老
祝
い

金
に
つ
い
て
、
高
齢
者
一
般
調

査
で
は
、
継
続
を
希
望
す
る
人

は
四
五
こ
Ｉ
％
。
一
方
、
こ

の
費
用
で
高
齢
者
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
望
む
人
は
二

九
・
三
五
％
で
、
廃
止
し
て
も

よ
い
人
を
あ
わ
せ
る
と
三
六
・

一
四
％
で
し
た
。
ま
た
若
年
者

一
般
調
査
で
は
、
継
続
を
希
望

す
る
人
は
二
二
・
〇
六
％
。
一

方
、
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
望
む
人
は
五
三
・

四
二
％
で
、
廃
止
し
て
も
よ
い

人
を
あ
わ
せ
る
と
六
八
・
一
七

％
で
し
た
。

　
社
会
の
成
熟
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
は
敬
老

祝
い
金
の
よ
う
な
現
金
給
付
か

ら
高
齢
者
保
健
福
祉
を
充
実
す

る
事
業
に
変
化
し
つ
っ
あ
り
ま

す
。
明
る
く
豊
か
な
高
齢
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

敬
老
祝
い
金
の
あ
り
方
に
っ
い

て
整
理
し
、
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
地
域
に
お
け

る
福
祉
活
動
の
支
援
な
ど
へ
の

転
換
を
検
討
し
ま
す
。

川
す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

　
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
生
き
方

を
認
め
合
い
、
ハ
ン
デ
″
キ
ャ

ッ
プ
の
有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら

ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生

の
最
期
ま
で
そ
の
入
ら
し
い
生

活
が
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う
な

支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

口
生
涯
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　
介
護
の
原
因
と
な
る
疾
病
を

予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
若
い
世
代
か
ら
の

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

身
体
的
な
健
康
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
、
社
会
的
に
も
常
に
良

好
な
状
態
が
保
て
る
よ
う
、
す

べ
て
の
面
に
お
け
る
「
健
康
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

倒
高
齢
者
が
そ
の
経
験
と
知
恵

を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

　
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い

て
、
高
齢
者
が
自
ら
の
知
識
と

経
験
を
生
か
し
て
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

計画の重点課題と新たに展開する主要な事業
－一

● L ミ ミ

-

"! Oリ^人/力S似I^埜丿己、女･U♪し(､)｢ａリー<Z人/」嗜｣川C e -3dヽノ、*l』川･臼
:基1　保護の視点からサービスの質の管理やサービスに関する情報の提供、苦

　；　情処理などを充実させます。瓦②自己決定能力が低下しても、必要なサービスが受けられるよう、生活を

目　支援する仕組みや財産を管理する仕組みを確立します。

標i③介護サービスが連携をもって提供され、質が保たれるように民間事業者

＼ノ　の育成を図り、計画的に基盤整備を行います。

１
べ
．
ツ
、
．
．
．
．
．
。
Ｈ
じ
ぺ
．
．
．
ｙ

(1)健康で豊かな高齢期を目指して

イ:①高齢者が主体性をもって生活し、地域の中で生き生さと暮らしていける

I基i　まちづくりを行います。
本1②健やかに老いを迎えられるよう、若い世代から健康を自己管理でさるよ
ぼ　うに啓発を進め、疾病や介護予防を行います。
1標1③寝たきりゃ痴ほうを早期発見しヽ早期対応できるような体制づくりゃ健
゛'康に不安を感じたときに気軽に相談できる体制を整えます。

新規事業
新規事業・拡充事業

＊利用者保護・苦情処理の仕組みの整備　＊地域福祉権利擁護制度の実施

＊居宅介護支援事業者などと情報交換する連絡組織の設置

＊地域健康づくりモデル事業の実施
＊介護初期段階における機能訓練事業の拡充

＊高齢者の生きがいづくりと健康づくりの促進

１

り

（
リ
ハ
ビ
リ
教
室
）

･里!り叩dヽノli-'dヽ丿I,'Oメ″じLyi>:s=リi-;'tJφノト巾丁/a^ノ冬瓜冷甲卜ie^i-？ン
:嗇②痴ほうを理解することにより早期発見に努め、早期治療を行います。

4票'③地域の交流を深め、閉じこもりや孤立を防ぎ、痴ほうを予防します。

tﾐ
新規事業

(5)新たな高齢者保健福祉システムの再構築

①関係する各機関や地域住民の皆さんを含め、介護保険を包括して地域で
　総合的な介護支援がでさるよう、高齢者保健福祉システムを確立します。
②円滑な介護保険制度の運営を支えるための生活支援型サービスを実施し

　ます。

症
香
祥

新規事業・拡充事業
＊介護保険制度で自立と判定された高齢者などに対する生活支援型ホー

　ムヘルプサービスの実施
＊現行のデイサービス利用者に対する５年間の経過措置事業の実施

＊その他の生活支援対策・地域参加型リハビリテーション事業の拡充
＊介護俣険虫i陪を補完する福祉事業の展開（日常生活用具給付や住宅＊介護保険制度を補完する福祉事業の展開（日常生活用具給付や住宅

　改修、在宅介護支援センターの運営など、介護保険制度を補完する

　各種の福祉事業を実施）

1145

＊地域福祉権利擁護制度の実施（判断能力の不十分な痴ほう性高齢者
　が介護サービスなどの支援を受けることができ、できる限り住み慣

　れた地域で生活できるように支援する事業を実施）
＊市街地における痴ほう性高齢者グルＴプホーム整備促進事業

……､①最期まで人間としてのmm.を保石なかb、任吟噴nこ地戮(･王芯Cさ^
基　よう、生活環境の整備や生活支援体制を確立します。
本②地域住民による地域活動や民生委員活動、中でも高齢者の自発的、主体
=目　的な活動を促進し、地域の活性化を図ります。
標|③地域での世代間交流を進め、他人を気遣い、思いやりのあふれる地域づ
..竺　くりを行います。

新規事業・拡充事業
＊高齢者にやさしい地域づくり事業
＊学区福祉委員会の活動支援の拡充

基
本
理
念

(2)痴ほう性高齢者対策の推進

(3)市民とともに進める高齢者にやさしいまちづくり

(4)健全な介護保険制度の運営を目指して
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政
府
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西

暦
2
0
0
0
年
問
題
に
関
し
て

年
末
年
始
に
向
け
て
の
準
備
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作
動
に

よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
各
分

野
で
の
対
応
が
進
み
、
国
民
生

活
に
影
響
の
あ
る
重
要
な
分
野

で
は
、
2
0
0
0
年
問
題
に
起

因
す
る
深
刻
で
大
き
な
混
乱
は

生
じ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

念
の
た
め
各
家
庭
で
の
年
末
年

始
の
準
備
を
さ
れ
る
際
に
、
万

一
の
事
態
に
備
え
た
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
2
0
0
0
年
を
想

定
し
た
模
擬
テ
ス
ト
を
終
え
、

市
役
所
で
使
用
し
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
通
常
ど

お
り
稼
働
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
0
0
年
元
旦
に

も
作
動
確
認
を
行
い
、
新
年
か

ら
の
業
務
が
通
常
ど
お
り
で
き

る
よ
う
備
え
ま
す
。
上
・
下
水

道
、
消
防
な
ど
、
市
が
管
理
す

る
も
の
に
っ
い
て
も
、
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
で
は
越
年
時

の
万
一
の
事
態
に
備
え
、
特
別

の
待
機
・
監
視
体
制
を
と
る
予

定
で
す
。
年
末
年
始
に
お
け
る

回
生
涯
ス
ポ
ー
．
ツ
課
（
容

　
市
で
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
と
競
技
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
「
宇
治
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
の
基
準
に
該
当
す
る

人
や
団
体
が
あ
れ
ば
推
薦
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
し
て
い
る
人
か
、
市
内
に

事
務
所
が
あ
る
団
体
と
そ
れ
に

属
し
て
い
る
人
。
○
ス
ポ
ー
ツ

に
関
し
、
平
成
1
1
年
に
全
国
や

国
際
大
会
（
小
・
中
学
生
は
府
、

近
畿
大
会
も
可
）
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
人
や
団
体
　
○
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
長
年

に
わ
た
り
功
績
の
あ
っ
た
人
や

団
体
。

◆
推
薦
の
基
準
　
①
優
秀
な
選

手
の
育
成
指
導
に
顕
著
な
功
績

2
0
0
0
年
問
題
の
問
い
合
わ

せ
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
は
、
十

二
月
二
十
一
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
企
画
管
理
部

総
務
課
（
萱
内
線
２
０
５
２
、

（
ソ
j
o
m
c
o
）
　
へ
Ｏ

2
0
0
0
年
問
題
へ
の

留
意
事
項

①
食
料
・
飲
料
水
な
ど

　
二
、
三
日
分
の
保
存
の
き
く

食
料
・
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
、

懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
乾
電
池

な
ど
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
や
風
水
害
へ
の
備
え
も

兼
ね
て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
準

備
を
。

②
預
貯
金
の
記
録
な
ど

　
振
り
込
み
、
自
動
振
り
替
え

な
ど
の
取
り
引
き
内
容
や
預
貯

金
残
高
な
ど
の
記
録
を
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
ま
で
に
受

け
取
る
領
収
書
な
ど
を
保
管
し
、

来
年
一
月
以
降
に
受
け
取
る
請

求
書
な
ど
に
誤
り
が
な
い
か
の

チ
ェ
ッ
ク
を
。

③
現
金
引
き
出
し

　
現
金
自
動
預
け
払
い
機
が
使

え
な
い
正
月
休
暇
の
分
を
考
慮

し
て
、
例
年
ど
お
り
の
対
応
を
。

が
あ
っ
た
　
②
国
体
等
の
全
国

的
競
技
会
に
選
手
と
し
て
1
0
回

以
上
出
場
し
、
相
当
な
成
績
を

収
め
た
　
③
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

関
係
の
組
織
・
団
体
な
ど
で
お

よ
そ
2
0
年
以
上
に
わ
た
り
そ
の

普
及
・
振
興
・
発
展
に
顕
著
な

功
績
を
収
め
た
　
④
競
技
審
判
、

競
技
の
運
営
、
記
録
の
収
集
、

情
報
提
供
な
ど
特
定
の
分
野
で
、

お
よ
そ
2
5
年
以
上
に
わ
た
り
貢

献
し
た
　
⑤
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
か
か
る
学
術
研
究
な

ど
に
功
績
が
あ
っ
た
　
⑥
そ
の

他
、
特
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
、
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
。

◆
推
薦
の
手
続
き
　
１
月
3
1
日

④
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

　
年
末
年
始
の
休
暇
分
を
考
慮

し
て
、
各
家
庭
で
適
切
な
量
の

確
保
を
。

⑤
医
薬
品
な
ど

　
常
備
薬
な
ど
に
必
要
な
も
の

が
あ
る
か
点
検
を
。
在
宅
療
養

中
で
医
療
機
器
を
使
用
し
て
い

る
人
は
、
主
治
医
に
必
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
持
病

な
ど
で
日
ご
ろ
か
ら
服
用
し
て

い
る
薬
が
あ
る
人
で
心
配
な
場

合
は
主
治
医
に
相
談
を
。

⑥
家
電
製
品

　
パ
ソ
コ
ン
や
ビ
デ
オ
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
一
部
で
、
日

付
表
示
な
ど
に
不
具
合
が
生
じ

る
も
の
が
あ
る
の
で
、
疑
問
が

あ
れ
ば
、
各
メ
ー
カ
ー
の
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
窓
口
な
ど
に
確
認

を
。
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
電
子

レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
に
は
、
2
0
0
0
年
問
題

に
よ
る
不
具
合
は
生
じ
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

⑦
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
。
ト

　
つ
な
が
る
か
ど
う
か
の
確
認

と
急
用
で
な
い
通
話
・
通
信
は

自
粛
を
。

⑧
年
末
年
始
の
旅
行

　
余
裕
を
持
っ
た
日
程
で
。
海

外
旅
行
は
、
家
族
な
ど
に
詳
細

側
ま
で
に
所
定
の
推
薦
調
書
を

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。
選
考
委

員
会
で
選
考
し
、
市
長
が
決
定
。

な
日
程
を
連
絡
し
て
お
き
ま
し
ょ

　
加
入
す
る
海
外
旅
行
傷
害
保

険
が
2
0
0
0
年
問
題
を
カ
バ

ー
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
や
、

旅
行
先
の
最
新
の
情
報
な
ど
は

旅
行
会
社
や
航
空
会
社
な
ど
に

問
い
合
わ
せ
を
。

⑨
悪
質
商
法
・
詐
欺

　
2
0
0
0
年
問
題
に
絡
め
て

不
安
を
あ
お
り
、
誇
大
広
告
や

欺
ま
ん
的
広
告
で
物
品
な
ど
を

販
売
す
る
悪
質
商
法
や
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作
動
な
ど
を
口

実
と
し
た
詐
欺
的
行
為
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
を
。
不

審
な
と
き
は
、
宇
治
１
　
察
署

（
昔
２
１
・
0
1
1
0
）
や
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
ａ
０
３
・

3
4
4
6
一
〇
９
９
９
）
χ
市

消
費
生
活
相
談
室
（
ｓ
内
線
2

2
1
8
）
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

⑩
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス

　
2
0
0
0
年
問
題
を
解
決
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
称
し
て
配
布

さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ

ル
ス
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
見
直
し

と
徹
底
を
。

　
（
政
府
広
報
の
留
意
事
項
よ
り
）

◆
表
彰
　
３
月
１
日
の
市
制
施

行
記
念
日
に
表
彰
し
ま
す
。

宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

（
音
楽
・
美
術
な
ど
を
対
象
に
）

回
社
会
教
育
課
（
容

　
市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学

生
、
高
校
生
な
ど
の
文
化
に
関

す
る
意
識
の
高
揚
や
振
興
を
図

る
た
め
、
「
宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア

文
化
賞
」
を
制
定
し
、
音
楽
や

美
術
な
ど
の
文
化
活
動
に
対
し

て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次

の
基
準
に
該
当
す
る
人
・
団
体

の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
学

す
る
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
か
こ
れ
に
準
じ
る
人
・
団
体
。

備
え
よ
う
！
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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争
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―
ｌ
ｌ
ｌ
　
ｔ
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４
Ｊ
／
一
一
ご
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風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
季
節
と
な
び
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鼻
水
や
く

し
ゃ
み
・
せ
き
と
い
っ
た
症
状

だ
け
で
な
く
三
十
九
度
以
上
の

高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
の
全
身
症
状
を
起
こ
し

ま
す
。
さ
ら
に
気
管
支
炎
、
肺

炎
な
ど
を
併
発
す
る
こ
と
が
多

く
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
（
か
か
ら
な
い
た
め
に
）

　
①
人
込
み
を
避
け
る
。
特
に

高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
持
っ
て

い
る
人
は
外
出
を
控
え
る
　
②

外
か
ら
帰
っ
た
ら
う
が
い
や
手

洗
い
を
す
る
　
③
疲
れ
て
い
る

と
き
や
睡
眠
不
足
の
と
き
は
抵

抗
力
が
弱
く
感
染
し
や
す
く
な

る
の
で
規
則
正
し
い
生
活
を
心

掛
け
る
　
④
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄

養
を
と
る
　
⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン

◆
表
彰
の
分
野
・
範
囲
　
Ｈ
年

１
月
１
日
～
1
2
月
3
1
日
に
音
楽

・
美
術
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

権
威
あ
る
近
畿
・
全
国
・
国
際

大
会
（
大
会
に
は
、
コ
ン
ク
ー

ル
・
賞
・
展
覧
会
な
ど
の
名
称

も
含
む
）
で
優
秀
な
成
績
（
近

畿
大
会
１
位
、
全
国
大
会
６
位

ま
で
）
を
収
め
た
人
・
団
体
。

◆
表
彰
者
の
推
薦
　
文
化
活
動

を
推
進
す
る
組
織
・
団
体
の
長

ま
た
は
学
校
長
が
、
１
月
3
1
日

ま
で
に
市
長
あ
て
に
推
薦
。
選

考
委
員
会
で
選
考
し
、
市
長
が

決
定
。

◆
表
彰
　
３
月
１
日
の
市
制
施

行
記
念
日
に
表
彰
し
ま
す
。

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
湿
気
に
弱
い
の

で
室
内
で
は
適
度
の
湿
度
を
保

つ
。

　
対
策
（
か
か
っ
た
と
き
に
は
）

　
①
無
理
を
し
て
こ
じ
ら
せ
な

い
よ
う
に
安
静
に
し
て
休
養
を

と
る
　
②
室
内
が
乾
燥
し
過
ぎ

な
い
よ
う
に
し
、
お
茶
や
ジ
ュ

ー
ス
ー
ス
ー
プ
・
み
そ
汁
な
ど

水
分
を
十
分
に
取
る
よ
う
に
す

る
　
③
風
邪
だ
と
軽
く
考
え
ず

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
接

種
に
よ
る
予
防
効
果
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
か

か
っ
て
も
予
防
接
種
を
受
け
て

い
れ
ば
症
状
が
軽
く
す
む
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
～
４
週

間
の
間
隔
で
２
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
後
に
接
種
部
位
が
赤
く
な

っ
た
り
・
は
れ
た
り
・
痛
く
な

っ
た
り
す
る
な
ど
の
局
所
反
応

や
発
熱
・
頭
痛
・
体
が
だ
る
く

な
る
な
ど
の
全
身
症
状
が
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
接
種
す
る

と
き
は
医
師
に
十
分
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

源氏物語ミュージアムパネル展

源氏絵鑑帖
　　『ｲ云土ｲ左:光貝|』筆)

12月18日出～12年４月16日(日)

　　(会期中に展示替を行います)

開館時間

　　午前9時～午後５時

　　入館は午後４時半まで

　　一休館日・月曜日－

　　(ただし、祝日の場合は翌日)

　観覧料　大人500円　　　傀ix展とIt通)
　　　　小・中学生250円吊゛　'｀．

【問い合わせ】源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑ(028-0200)

い
る
も
の
で
す
。

　
本
年
度
は
十
五
校
か
ら
五
百

七
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
審
査

の
結
果
、
次
の
児
童
の
作
品
が

入
選
し
、
十
二
月
一
日
の
表
彰

式
で
、
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　
最
優
秀
賞

　
九
十
九
亜
弓
（
北
棋
島
小
）

　
優
秀
賞

　
宝
壁
香
織
（
小
倉
小
）
、
只

川
直
斗
（
三
室
戸
小
）
、
品
田

樹
理
（
南
部
小
）
、
伊
藤
友
理

（
岡
屋
小
）
、
肥
川
修
士
（
木
幡

小
）
　
佳
作

　
辻
村
政
隆
（
菟
道
小
）
、
林

昌
美
（
南
小
倉
小
）
、
江
藤
佑

輔
（
宇
治
小
）
、
松
田
雄
祐

（
三
室
戸
小
）
、
谷
悠
一
郎
（
三

室
戸
小
）
、
岸
本
一
真
（
三
室

戸
小
）
、
市
川
恵
（
南
部
小
）
、

高
井
加
奈
恵
（
南
部
小
）
、
山

本
裕
子
（
岡
屋
小
）
、
北
岡
志
織

（
岡
屋
小
）
、
西
田
怜
史
（
木
幡

小
）
、
有
吉
洸
太
（
木
幡
小
）
。

へ 訂正前 訂正後

　(支給額計)
長期・短期掛金

市共済掛金

所　得　税

住　民　．税
　(控除額計)

287,587円

34,382円
　2,183円

12,090R

10,000円
58,655円

287,587円

34,382円
　2,183円

10,070円

10,000円
56,635円

差引ヽ支給額 228,932円230,952円

以上、おわびし訂正します。

1146

『水－みず』についての

作文コンクール

入選者決まる

　
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
水
。
市
で
は
市
民
の

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
を
営
む
上

で
必
要
な
上
水
道
事
業
や
快
適

な
生
活
を
営
む
上
で
発
生
す
る

汚
水
を
浄
化
し
て
川
へ
戻
す
公

共
下
水
道
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
上
下
水
道

事
業
の
啓
発
の
一
環
と
し
て
小

学
四
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て

菅原洋一

｢愛の詩～思い出のページ～｣

　　12月25日(土)

　午後6時開演

物故化ｾﾝﾀｰ(諮錠)

航券4000円(当日500円増)

　　　発売中

圃宇治市文化ｾﾝﾀｰ(220-2111)

[訂正]11月11日号の2面で

｢職員の給与等のあらまし｣

(1)職員給与支払明細のＣ主事

の控除金額に誤りがありまし
た。

年末年始に向けた準備はお済みですか？

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

推
薦
は
1
/
3
1
(
月
)
ま
で

に

平成11年

コンピューター
西暦2000年問題

平成11年へ
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　市役所への電話・郵便は

　　昔22-3141 （代表）

〒611-8501 （個別番号のため住所不要）

回は問い合わせ・圃は申し込み

困の書いていないものは直接会場

へお越しください。

　催し

■｢クリスマス会｣の案内

　東宇治・中央・西宇治mm館で

はクリスマス会を行います(当日

直接会場へ)。[＞とき…12月22日

出、○東宇治＝午後2時半～３時

半　○中央＝午後３時～４時　○

西宇治＝午後3時半～４時半[〉対

象･･･幼児～小学生低学年　口東宇

治(S32-2232)・中央(Q20-151

1)・西宇治(322-8240)の各図書

館へ。

■小倉双葉園保育所園庭開放

　[＞とき…12月17日出、午前10時

～11時半(雨天中止)じ〉ところ…

同園園庭(小倉町西畑13)ロ地

域子育て支援センター(324-6511)。

・中学・高校生の保育体験学習

　I＞とき…１月６日田・７日出、

午前９時～正午[＞ところ…小倉双

葉園一宇治・西小倉一大久保・椙

島・北小倉・北木幡・善法の各保

育所C＞対象…市内の中学・高校の

男女　1112月22日伽までに同セン

ター(Q24-6511)。地域子育て支

援センターで事前にオリエンテー

ションがあります。

・植物公園

　囲同園(345-0099)。入園料が

必要です。

　＜'99 ・歳の市＞E＞とき…12月

12日(日)～23日例μ内容…パンジー、

シクラメン、葉ボタンなどを販売。

　＜クリスマスメロディー＞[＞と

き…12月23日冊、午後１時半～２

時[＞内容…京都府立城南高等学校

吹奏楽部の演奏。

　＜押し花展示作品募集＞[〉受付…

12月11日出～26日(日)C〉応募内容…

押し花を使い、壁に掛けられる作

品を一人１点。

市民交流ロビーコンサート

ﾋﾟよるX'masコンサート

⑩大井千世ｓん

　12ｸ220‰

ぎﾂ昌応仁

大謡よ昌二

お知らせ

・忘れていませんか

　国民年金保険料の納付

　国民年金保険料を未納にしてお

くと将来の老齢基礎年金受給額が

減額になるぱかりでな＜長期にな

ると受給資格にも影響します。ま

た、もしもの時の保障である障害

基礎年金も受給できない場合があ

りますので未納期間がないように

注意しましょう　回国民年金課

（a内線2312）へ。

｢安全と笑顔で迎える2000年｣

12月31日まで年末の交通事故防止府民運動実施中

・養蜂家の皆さんへ

　養蜂振興法等により１月１日現

在に蜂を飼っている人はrみつぱ

ち飼育届｣を京都府知事に提出す

ることになっています。みつばち

を飼育している人、平成11年中に

マルハナバチを飼育された人は、

農林茶業課に連絡をください。届

出用紙を送付します　ロ同課(昔

内線2214)へ。

・ツベルクリン反応検査

　[＞とき…下表のとおり(ヽンペル

クリン反応検査の２日後に判定)。

午後２時～３時半E〉ところ…保健

医療センターE〉対象…4歳未満の

子供　口保健推進課(s内t泉2262)。

ツベルクリン反応検査日 12/14閃

判定日陰性者にBCG 12/16團

生涯学習・教室

■アクトパル陶芸教室

　作品づくりを楽しみ陶芸の全課

程の体験と天体観測。［〉とき…１

月22日出～23日（日）と２月６日（日）t〉

ところ…アクトパル宇治E＞対象…

小学生以上E＞定員…40人（多数の

時は抽選）t＞参加費…小・中学生

4700円、高校生5300円、大人6600

円（いずれも宿泊費・食費を含む〉

　圃往復はがきに代表者の氏名・

性別・年齢・住所・郵便番号・電

話番号と参加者の氏名・年齢・性

別を記入し、12月24日出（消印有

効）までにアクトパル宇治(干601

-1392西笠取辻出川西1

aO75-57

5-3501）へ。

■ふるさと講座「木彫」

　t＞とき…１月11日脚・18日（火）、

午後１時半～４時［＞ところ…生涯

学習センター［〉定員-30人（多数

の時は抽選）［〉対象…市内在住・

在勤の人［＞材料費…1000円Ｄ保育

（2～5歳まで）…無料　圃往復は

がきに「木彫希望」・住所・氏名

・年齢・電話番号・保育の有無を

記入し、12月21日（火）（消印有効）

までに生涯学習センター（干611-

0021宇治琵琶45-14、Q22-0220）

へ。

■料理教室（身体障害者デイサー

　ビス）

　【〉とき…12月16日田、午前９時

半～午後１時半t＞ところ…総合福

祉会館E＞対象…身体に障害を持つ

人C〉定員…先着15人E〉参加費…500

円　1112月14日(火)までに社会福祉

協議会(Q22-5650､FAX22-5654)へ。

■源氏物語ミュージアム冬期講座

　E〉とき・講座…下表のとおり。

いずれも午後2時～３時半[＞定員

…各150人(多数の時は抽選)[＞

費用…無料　圃往復はがきに住所

・氏名一年齢・電話番号・希望講

座名を記入し(I通で一人１講座)、

12月21日(火)まで必着)に同ミュー

ジアム(〒611-0021宇治東内45-26

a28-0200)へ。

^/2^吻

｢浮舟の出家について｣
源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑ名誉館長
　　　　瀬戸内寂聴さん

2/18面

「平安貴族の装束」

京都国立博物館工芸室長
　　　　河上繁樹さん

2/25圀

｢源氏物語の舞台｣

京都女子大学教授
　　　瀧浪貞子さん

募集

■「がんコミュニティin

Uji」

　協力団体

　2000年３月に開催される“がん”

シンポジウムの成功に向けての協

力団体を募集します。［＞資格…市

内在住の人の団体・グループ　圃

はがきかファクスに代表者の住所・

氏名（団体・グループ名）・電話

番号を書き12月28日吹）までに（必

着）健康生きがい課(a内線2332、

FAX21-0406)へ。

■11年度国保脳ドック追加募集

　11年12月13日～12年３月受診分

を募集します。［〉対象…宇治市国

お母さんといっしょ

山口綾葉ちゃん（2歳）

真紀さん

（伊勢田町大谷）

民iiSI康保険に１年以上継続加入し

ている満35歳以上の人（今年４月

以降に既に受診されている人は受

け付けできません）c〉定員…先着

34人［＞自己負担額…9,450円（健

診費用の３割分）圃健康保険証

と印鑑を持って国民健康保険課

(a内線2265）へ。

官公署・その他

阪神高速道路の路面補m工事の

ため全面通行止めになります

　　　通行止区間と期間

12号守口線及び森小路線全線

　　１月19日(水)・午前6時から

　　１月27日(水)・午前6時まで

・城南地域職業訓練センター

　1112月13日(月)から同センター

(345-0688)。

　＜ワープロ初級ワード＞[＞とき…

１月17日～２月３日の月・木曜、

午後６時半～９時。６回[＞受講料…

１万1000円。

　くパソコン上級データペースア

クセス＞c＞とき…１月17日～２月

３日の月・木曜、午後６時半～９

時｡‘6回[〉受講料…１万1000円。

　＜パソコン(中級程度)活用W

98＞C〉とき…１月15日～２月５日

の木曜＝午後６時半～９時、土曜＝

午前９時半～正午。６回[〉受講料…

１万1000円。

平成12年1月1日(午前2時～)

大阪府＜0720＞地域の

電話番号が変わります　♪

　現在　0720-△△-ﾛﾛﾛﾛ

　変更後072-8△△-ロロロロ

≫
ｉ
―
ｔ
ｎ
ｓ
３

1147

　
老
人
保
健
の
受
給
資
格
は
、

医
療
保
険
の
加
入
者
で
、
次
の

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
で

す
。
未
加
入
の
人
は
手
続
き
が

必
要
で
す
（
す
で
に
老
人
保
健

の
該
当
の
人
で
、
住
所
や
健
康

保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

届
出
を
）
。

　
▼
対
象
者
…
①
7
0
歳
以
上

②
6
5
歳
以
上
7
0
歳
未
満
で
次
の

い
ず
れ
か
の
障
害
の
あ
る
人

（
障
害
基
礎
年
金
等
Ｉ
級
・
２

級
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か

ら
３
級
及
び
４
級
の
一
部
［
音

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
政
治

家
の
寄
付
は
、
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
勧
誘
や
要
求
を
す
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
議
会
で
は
、
寄
付
行

為
の
禁
止
と
虚
礼
廃
止
（
年
賀

状
の
自
粛
な
ど
）
の
励
行
に
つ

い
て
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
は
お
出
し
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
　
＝
宇
治
市
議
会
＝

声
・
言
語
機
能
・
下
肢
障
害
の

一
部
】
、
障
害
者
手
帳
【
精
神
】

１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
）
。

　
▼
手
続
の
方
法
…
①
7
0
歳
の

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

人
は
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
そ
の
前
月
）
に
届
け
出
を
。

本
人
宛
に
案
内
を
し
ま
す
　
②

6
5
歳
の
誕
生
月
か
ら
7
0
歳
ま
で

に
前
記
の
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
時
は
申
請
を
。
障
害
の
状
態

の
分
か
る
も
の
、
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
等
が
必
要
で
す
。

　
宇
治
琵
琵
拓
区
で
欠
員
と
な
っ

て
い
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
、
厚
生

大
臣
と
京
都
府
知
事
か
ら
の
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
十
三
年
十
一
月
三
十
日
ま

で
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
川
北
キ
ョ
子
　
宇
治
野
神
5
0

の
6
3
　
　
（
0
2
2
・
7
6
5
5
）

　
回
社
会
福
祉
援
護
課
（
容
内

線
り
丿
‘
３
０
３
）
○

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
住
宅
（
一
般
向
け
）

　
▼
横
島
吹
前
市
営
住
宅
…
３

Ｄ
Ｋ
・
上
戸
、
２
Ｄ
Ｋ
・
６
戸

（
内
３
戸
は
老
人
世
帯
優
先
）

　
家
賃
な
ど
詳
し
く
は
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
　
▼
入
居

市営住宅

入居者募集

(S内線2391)

時
期
…
1
2
年
１
月
下
旬
　
▼
応

募
資
格
…
次
の
す
べ
て
を
満
た

す
人
　
①
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
宇
治
市
内
在
住
の
人
　
②
同

居
親
族
か
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
内
縁
関
係
や
婚
約
者
も

含
む
）
が
あ
る
こ
と
　
③
基
準

収
入
額
以
内
で
あ
る
こ
と
（
同

居
親
族
数
な
ど
で
異
な
る
）

④
入
居
時
に
２
人
の
連
帯
保
証

人
が
あ
る
こ
と
　
▼
募
集
案
内

書
…
1
2
月
1
3
日
側
か
ら
住
宅
課

で
配
付
　
▼
受
け
付
け
・
・
・
2
0
日

㈲
～
2
2
日
伽
ま
で
に
市
役
所
６

階
６
０
３
会
議
室
へ
申
込
み
書

を
持
参
（
郵
送
不
可
）
。

　
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
、
元
気
で
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
い

き
い
き
健
康
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
長
い
間
の
生

活
習
慣
が
影
響
し
て
起
こ
り
、

生
活
習
慣
（
運
動
不
足
、
悪
い

食
習
慣
、
喫
煙
、
飲
酒
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
）
を
改
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
の
生
活
チ
ェ
ッ
ク
で

気
に
な
る
人
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
生
活
チ
ェ
ッ
ク

　
◇
人
よ
り
食
べ
る
ペ
ー
ス
が

早
い
　
◇
満
腹
で
も
お
い
し
そ

う
な
も
の
は
食
べ
て
し
ま
う

◇
休
み
の
日
は
家
の
中
で
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
　
◇
い
つ
も
エ

Ｉ
″
Ｉ
ａ
ｌ
Ｉ
ｆ
″
1
1
1
1
1
1
a
l
I
I
I
I
χ
‘
ｉ
’
Ｉ
ｉ
・
―
’
Ｉ
１
４
４
、
ｉ
ｌ
ｊ
一
戦
．
ｉ
』
、
ｉ
‘
、
’
‘
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｉ
１
３
″
４
１
、
２
１
１
｀
ｉ
ｌ
、
、
、
‘

　
Ｉ
一
Ｓ
ｙ
″
｀
一
Ｊ
　
Ｉ
　
ｒ
７
拳
！
″
ｙ
ｉ
Ｉ
Ｊ
’
″
拿
￥
ｔ
ｉ
ぐ
ｗ
一
一
″
ｉ
く
″
ｉ
一
１
４
”
ｊ
’
ｉ
多
ゝ
　
ｌ
ｊ
ｌ
”
ｋ
ｉ
ｒ
、
ｊ

回
健
康
生
き
が
い
課
（
昔
内
線
2
3
3
2
）

い
き
い
き
健
康
教
室
受
講
者
募
集

『

『

一

四

゛

ｆ

Ｉ

ｆ

ｌ

１

几

ｆ

Ｉ

Ｉ

″

タ

ー

峰

ｊ

｀

き

ｉ

　

ｗ

″

１

一

4

1

1

a

S

″

／

ｌ

ｌ

ゝ

ｙ

ｙ
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レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
使
う

　
▼
日
時
・
場
所
　
①
１
月
2
1

日
面
、
午
後
１
時
半
～
４
時
。

西
小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
１
月
3
1
日
側
、
午
後
１
時
半

～
４
時
。
宇
治
公
民
館
。
（
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
▼
内

容
　
医
師
に
よ
る
講
演
「
聞
い

て
ナ
。
得
！
糖
尿
病
」
と
個
別

相
談
　
▼
定
員
　
各
先
着
1
0

0
人
、
個
別
相
談
は
各
先
着
2
5

人
　
▼
申
し
込
み
　
健
康
生
き

が
い
課
（
容
内
線
2
3
3
2
）
へ
。

1月4日(火)は

固定資産税第3期の納入期限です，

市税の納付は便利な

口座振替えで！

新
任
民
生
・
児
童

委
員
に
委
嘱
状

の
伝
達
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ス
ナ
ッ
プ
シ

ョ
ッ
ト

　12月25日出まで開催されるクリス

マス展。華やかでかわいいクリスマ

スツリーなどに来園者は足を止め見

入っていました。今からクリスマス

気分を楽しんでみませんか。

木
幡
中
学
一
年
生
職
場
訪
問

東
消
防
署
で
は
、
は
し
ご
車
に
試
乗

　
木
幡
中
学
校
で
は
、
生
徒
た

ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
を
訪
問

し
、
体
験
な
ど
を
と
お
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
職
場
訪
問
学
習
を
実
施
。
十

一
月
十
七
日
團
、
一
年
生
三
百

三
十
八
人
が
五
十
四
の
班
に
分

か
れ
て
市
内
の
公
共
機
関
を
は

じ
め
医
療
福
祉
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

飲
食
業
、
製
造
業
、
販
売
業
な

眉
迦
。
…
…
・
－
。

ど
合
わ
せ
て
四
十
七
事
業
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
東
消
防
署
を
訪
問

し
た
六
人
の
生
徒
は
、
担
当
者

か
ら
仕
事
の
内
容
な
ど
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
仕
事
を
選
ん

だ
理
由
や
苦
労
し
た
こ
と
、
良

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
質
問
し
た

力
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
は
し

ご
車
の
試
乗
、
応
急
手
当
の
方

づ
個
月

　
ド
’
ｊ
ｄ
一
ブ
ノ
λ
一

卜
今
年
東
消
防
署
に
配
備
し
た
3
0
メ
ー
ト
ル
の
は
し

ご
車
に
試
乗
し
た
生
徒
。
初
め
は
こ
わ
ご
わ
だ
っ
た

け
ど
宇
治
市
内
を
見
渡
す
こ
と
か
で
き
て
満
足
気

法
、
火
事
を
想
定
し
た
消
火
活

動
な
ど
の
体
験
学
習
に
目
を
輝

か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
井
上
弘
子
さ
ん
は

「
今
ま
で
思
っ
て
い
た
以
上
に

消
防
署
の
仕
事
は
多
く
て
、
人

の
命
を
守
る
の
は
大
変
だ
と
思

い
ま
し
た
。
今
日
、
学
習
し
た

こ
と
は
み
ん
な
で
新
聞
を
作
っ

て
発
表
し
ま
す
」
と
の
こ
と
。

参
加
者
は
、
こ
の
職
場
体
験
を

と
お
し
て
何
か
一
つ
で
も
学
ぼ

う
と
、
最
後
ま
で
熱
心
に
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。～

゛
？
Ｊ
｀
イ

Ｑ
Ｉ
　
『

　
’
ｙ

▲応急手当の方法を真剣に聞いていました

市立幼稚園こども音楽会

かわいい歌声を披露

　
十
二
月
二
日
困
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
音

楽
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

テ
ー
マ
に
、
「
み

ん
な
と
も
だ
ち
、

に
こ
に
こ
、
な
か

ま
」
や
「
プ
レ
ー

¬
4･‥･　　　-･･ J上』

FTTTTTTTTTUT▽Ｔ∇

ぎり一一←
^,,-r^-^

j.l;コニ!二xｔ二ごこ
･;･ご　　　　・

i

ｙ

…

…………，

▲園児たちの歌声が会場に響きわたりました

ボーイスカウト

子どもを大切にしてますし、下の

子どもは上の子どもの活動を観察

してさまざまなことを覚えるみた

いです。こうした中で自主性や協

調性なども自然に身に付くようで

す」と団員の東さん。活動は月１

・２回で、午前lO時から正午、活

動場所は主に宇治川塔の島周辺で

す。登録年会費は3500円、会費は

月1500円から2000円。平成13年は

宇治にボーイスカウトの団が結成

されて40周年を迎えるとのことで

広く団員を募集しています。体験

入団もできるので気軽に問い合わ

せてください。［問い合わせ］東

さん（333-6090）。

　ボーイスカウト宇治第１団は、

カブ（小学３年生～５年生）、ボー

イ（小学６年生～中学生）、ベン

チャー（高校生～20歳）の各部門

に分かれて活動をしています。ベ

ンチャー部門は野外活動を中心に

自主的に行動します。カブやボー

イ部門はキャンプなどの野外活動

を自分たちの手でできるようにナ

イフの使い方やひもの結び方など

を教えてもらったり、ほかにも市

内でのボランティア活動に参加し

たりしています。また、ハイキン

グや施設見学などに行きます。

　「部門ごとに役割を決めて活動

していますが、上の子どもは下の

　
1
2
月
2
1
日
出
、
午
前
1
0
時
～

正
午
。
・
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
２

０
０
円
（
別
途
託
児
費
百
5
0
円
、

実
習
費
5
0
円
）
。
大
庭
さ
ん

（
a
2
2
゜
0
4
4
1
）
Ｏ

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

　
1
2
月
2
3
日
㈲
、
午
前
８
時
、

京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨
天
時

は
1
2
月
2
6
日
向
）
。
鷲
峰
山
方

面
、
1
2
キ
ロ
。
百
円
。
定
員
3
0

人
。
1
2
月
1
5
日
出
ま
で
に
牧
原

さ
ん
（
0
2
3
・
2
2
6
2
）
。

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
1
2
年
１
月

３
日
側
、
午
前
９
時
半
、
市
役

所
玄
関
前
集
合
（
雨
天
時
Ψ
止
）
。

桃
山
御
陵
か
ら
乃
木
神
社
、
約

８
４
　
口
　
（
家
族
向
き
）
。
田
中

さ
ん
（
0
2
4
・
6
3
3
5
）
。

◆
莵
道
歩
こ
う
会
　
1
2
年
１
月

８
日
出
、
午
前
９
時
半
、
京
阪

三
室
戸
駅
集
合
。
石
清
水
八
幡

宮
方
面
。
1
0
4
　
口
。
百
円
。
辻

本
さ
ん
（
0
2
2
・
0
7
7
9
）
。

◆
子
ど
も
遊
セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｊ
‐

「
冬
休
み
親
子
木
工
教
室
」

ポ
ケ
ッ
ト
付
き
壁
掛
け
作
り
。

1
2
年
１
月
９
日
向
、
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時
。
大
久
保
青
少
年

セ
ン
タ
ー
。
小
学
生
以
上
。
先

着
親
子
1
6
組
。
３
百
円
。
1
2
月

1
3
日
側
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（
S

4
4
゜
7
4
4
7
）
ｏ

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会
　
1
2
年
１
月
1
0
日
㈲
、
午

後
１
時
～
３
時
。
市
民
会
館

（
上
靴
必
要
）
。
５
百
円
。
山
岡

さ
ん
（
Ｓ
０
７
７
１
・
２
８
・

<
M
>
M
.
-
(
Ｃ
ｏ
）
°

募
集

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
初
心
者
・
中

級
者
）
　
毎
週
金
曜
、
午
後
１

時
～
1
0
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

入
会
金
２
千
円
、
月
３
千
６
百

円
。
横
山
さ
ん
（
宍
一
〇
９
Ｏ
・

3
1
6
5
°
3
0
5
5
）
ｏ

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
「
西
遊
記
」

　
毎
週
月
曜
、
午
後
７
時
半
～

９
時
半
。
木
幡
公
民
館
。
月
２

千
円
。
小
島
さ
ん
（
萱
3
2
・
1

8
5
3
）
。

◆
宇
治
お
も
ち
ゃ
箱
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
　
子
ど
も
好
き

な
人
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
活
、

動
し
ま
し
ょ
う
。
第
２
・
４
火

曜
、
午
前
1
0
時
～
午
後
２
時
半
。

福
祉
会
館
。
年
５
百
円
。
大
津

谷
さ
ん
（
0
4
6
・
｀
0
2
3
5
）
。

◆
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
育
児
の
つ

ど
い
　
こ
び
と
の
す
み
か
」

幼
児
を
対
象
に
に
じ
み
絵
や
手

遊
び
な
ど
を
実
践
す
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
月
１
回
、
火
曜
ま
た

は
水
曜
の
午
後
３
時
～
４
時
半
。

菟
道
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。
会

費
は
そ
の
日
に
必
要
な
経
費
。

小
松
さ
ん
（
0
3
2
・
4
4
7
1
）
。

◆
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
「
彩
」

毎
月
第
２
・
４
水
曜
、
午
後
１

時
半
～
３
時
半
。
木
幡
公
民
館
。

入
会
金
千
円
、
月
千
円
。
久
保

さ
ん
（
0
3
2
・
5
8
9
9
）
。

◆
社
交
ダ
ン
ス
　
毎
週
火
曜
、

初
級
＝
午
後
６
時
～
７
時
半
、

中
級
＝
午
後
７
時
半
～
８
時
半
。

南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
１
回
千
円
。

富
田
さ
ん
（
ａ
０
７
５
・
８
８

９
゛
‘
゜
Ｑ
ｕ
４
０
０
ｒ
ｏ
）
ｏ

1148

図る
ル
さサークルさ

あ来る

メ
ン
の
音
楽
隊
」
、
「
デ
ィ
ズ
ニ

ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
な
ど
の
歌

や
楽
器
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

元
気
で
か
わ
い
い
ス
テ
ー
ジ
に
、

詰
め
か
け
た
保
護
者
も
盛
大
な

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
は
保
護
者
と
園

児
一
緒
に
「
楽
し
い
ね
」
を
大

合
唱
。
子
ど
も
た
ち
も
嬉
し
そ

う
に
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ

ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
大
き
な

声
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

寸秒尚尚ﾌﾞ
妬謳詞

市
民
情
報

催
し
◆
第
三
回
出
張
将
棋
「
と
金
会
」

例
会
　
1
2
月
1
1
1
1
一
日
出
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
。
引
き
続
き
忘

年
会
開
催
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

忘
年
会
を
除
き
無
料
。
西
村
さ

ん
（
0
2
2
・
8
3
3
1
）
。
’

◆
「
将
棋
研
究
会
」
有
段
者
向

き
　
1
2
月
1
2
日
間
、
午
後
１
時

～
８
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

無
料
。
林
さ
ん
（
0
4
4
・
8
1

5
9
）
。

◆
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
Ⅳ
～
許
波
多

寺
社
め
ぐ
り
’
ヽ
’
木
幡
・
五
ヶ

庄
の
寺
社
を
訪
ね
ま
す
。
約
８

４
　
口
。
1
2
月
1
9
日
間
、
午
前
８

時
半
、
市
役
所
玄
関
前
集
合

（
小
雨
決
行
。
雨
天
時
は
2
3
日

㈲
に
）
。
無
料
。
昼
食
、
水
筒
、

雨
具
等
持
参
。
市
文
化
自
治
振

興
課
（
萱
内
線
2
2
0
2
）
、

歩
こ
う
会
・
田
中
さ
ん
（
0
2
4
。

t
ｏ
ｒ
ｏ
ｏ
ｏ
ｍ
）
°

◆
太
極
拳
初
心
者
講
習
会
　
1
2

月
4
日
出
・
2
1
日
出
、
午
後
７

時
半
～
９
時
。
小
倉
公
民
館
。

無
料
。
上
靴
持
参
。
神
谷
さ
ん

（
萱
4
3
．
゛
０
１
｀
¨
び
八
６
）
ｏ

◆
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス

ク
ー
ル
　
1
2
月
1
8
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
。
西
宇
治
体
育
館
。

小
学
４
～
６
年
生
対
象
（
保
護

者
の
送
迎
要
）
。
無
料
。
上
靴

持
参
。
久
保
さ
ん
（
ａ
０
７
５
・

６
２
２
°
2
6
3
8
）
ｏ

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
「
ク
リ

ス
マ
ス
、
お
正
月
用
の
洋
風
・

和
風
寄
せ
植
え
鉢
」
　
1
2
月
1
8

日
田
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。
志

津
川
福
祉
の
園
。
材
料
費
＝
和

風
３
千
円
・
洋
風
２
千
円
。
先

着
各
3
0
人
。
同
園
（
0
2
0
・
9

m
o
<
N
i
’

＾
2
0
･

C
T
>
O
T
O
C
O
）
°

◆
養
生
気
功
初
心
者
講
習
会

1
2
月
1
8
日
出
、
午
前
1
0
時
～
‥
‥
一

時
半
。
小
倉
公
民
館
。
無
料
。

上
靴
持
参
。
中
村
さ
ん
（
0
2
4
・

Ｑ
＼

０

◆
乳
幼
児
を
持
つ
母
の
集
ま
り

交差点
毎月11月号

みなさんと作

るページ

植
物
公
園
ク
リ
ス
マ
ス
展

短
信

-
-
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